
１．はじめに
　２００９年４月に地震調査研究推進本部によって
「新たな地震調査研究の推進について―地震に関

する観測，測量，調査及び研究の推進についての
総合的かつ基本的な施策―」（地震調査研究推進本
部，２００９）が策定された。この中で，国内の研究
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Abstract

 The ratio of an initial tsunami height observed at a coastal tidal station to that at its 
nearby offshore wave station of the Nationwide Ocean Wave information network for 
Ports and HArbourS (NOWPHAS) is approximately proportional to the value derived 
from the Green’s law; fourth root of the ratio of the sea-bottom depths to the mean sea 
level at the offshore and the coastal station. This approximation can also be applied to 
maximum tsunami amplitudes; in addition, it can be applied to two cases of tsunami 
detection by real-time kinematic global positioning system (RTK-GPS) buoys, which are 
being installed at deep-sea at two to twenty kilometers off the coast. Then new real-
time tsunami information service provided by Japan Meteorological Agency can be 
prepared by using equivalent coastal tsunami heights defined by real-time application of 
these relationships to tsunami initial heights detected from long-period wave components 
measured by offshore RTK-GPS buoys.
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機関等が当面１０年間に重点的に実施すべき基本目
標の一つとして，「海域で観測された津波データの
即時利用や津波波源モデルの精緻化による津波予
測技術の高度化」が設定された。その背景には，
津波災害軽減に必要な津波即時予測について「現
在は地震発生後数分程度で津波予報警報が気象庁
から発表されるが，地震計で得られるデータに基
づく推定のため，その精度は必ずしも良いとは言
えない」現状と，「緊急地震速報と同様な仕組みで，
発生直後に震源に近い海域で観測された津波デー
タを即時に利用することが出来れば，津波即時予
測の精度は格段に向上する」期待が挙げられてい
る。
　総合基本施策が示した当面１０年間という期間の
中で，津波データの即時利用による津波即時予測
の精度向上を実現するには，オンサイト観測によ
る海域の津波観測の活用を図ることが現実的であ
る。リモートセンシングによる津波データ，例え
ば，回帰軌道の人工衛星の海面高度計が捕捉でき
る可能性がある津波に伴う海面高度の変化
（Ablain et al., ２００６；Hayashi, ２００８）や海面粗度

の変化（Godin, et al., ２００９）の観測値の即時利用
は，少なくとも早期実現は可能ではなく，近い将
来の目標とすべき課題とも考えられていない（例
えば，Plag and Pearlman ed., ２００９）ためである。
オンサイト観測による海域での津波検知実績があ
る施設としては，離岸距離が短い順に，海岸から
数km以内で浅海に設置された波高計や水圧計
（永井，１９９８），海岸から２～２０km沖のリアルタ
イムキネマティクGPS（RTK-GPS）方式による
ブイ型波浪計（以下，GPS波浪計；Kato et al., 
２０００），沖合数十kmの深海底に設置されたケー
ブル式水圧計（例えば，気象研究所地震火山研究
部，１９８０），米国海洋大気庁（NOAA）が公海域に
設置しているDARTブイ（González et al., ２００５）が
挙げられる（図１）。
　海域の観測施設と検潮所で同時に観測された津
波の振幅・波高について，これまでに，観測値の
比較などに基づく関係式がいくつか導かれてい
る。
　一つは，ケーブル式水圧計での津波振幅とその
近傍の海岸の検潮所での最大津波振幅についての

３８２ 

図１　津波検知実績がある観測施設
　　　「津波の事典」（首藤・他編，２００７）の図に加筆。この図ではGPS波浪計は，GPS津波計（研究段階

で用いられていた名称）として記されている。
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関係である。Baba et al.（２００４）は遠地津波の観
測事例が式（１）をほぼ満たすことを示した。

　　　　　　　 Hc＝２ Ho h１/４ （１）

ここで，HcとHoはそれぞれ海岸の検潮所と沖合
観測施設での津波の最大振幅，hは沖合の観測施
設の場所の水深（m単位）。式（１）は，Green
（グリーン）の法則のうち，波高が水深の４乗根に
反比例する浅水長波の波高増幅の効果と，自由端
とみなせる海岸で反射波との重複で波高が２倍に
なる効果を考慮に入れた換算式に相当する。その
際，暗黙に海岸での水深を一律１mと仮定し，
水路幅の違いによる波高増幅効果を無視したこと
になる。さらに，高山（２００８）はケーブル式水圧
計―検潮所の観測点の個々の組合せについて，最
大波高の関係を表す経験式群を系統的に求めた。
水圧計と観測点の組合せによっては，震央距離や
地震の規模で補正を行なう方がより観測値を適切
に説明できることが示された。
　もう一つは，港湾空港技術研究所が運用してい
る全国港湾海洋波浪情報網（ナウファス）の各観
測施設とその近傍の海岸の検潮所における津波第
一波偏差および最大津波振幅の関係を調べたもの
で，Hayashi（２０１０）は，沖合観測点と検潮所での
観測値の関係を示す経験式（２），（３）を求めた。

　　　　Hc， init＝１． ０６５Ho， init（ho /hc） １/４　　　     （２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　Hc， max ＝１． １７０Ho， max （ho /hc） １/４  （３）

ここで，HcとHoは海岸の検潮所と沖合観測施設
での津波の第一波偏差あるいは最大振幅，hcは海
岸の検潮所周辺の平均海水面から測った平均水
深，hoは沖合観測施設の位置での水深。添字の
initは第一波偏差，maxは最大振幅を示す。簡単
のため，本稿では，式（２）または（３）の右辺
の計算値を「沿岸津波換算値」という。
　ナウファスは，波高計６１箇所とGPS波浪計１１ 
箇所で構成されている（２０１０年１月現在）。この
うちGPS波浪計は，国土交通省港湾局により
２００７年４月以降に順次設置され，２００８年からは津
波早期検知への活用のために加工された観測デー
タ（津波の周波数帯域の波高を抽出するフィル

ター処理をした長周期波高）が，気象庁にリアル
タイム配信されている。
　ケーブル式水圧計は数十～数百km，GPS波浪
計はおおむね２～２０km海岸から離れた場所に設
置される（図１）。GPS波浪計の観測値から津波の
信号をリアルタイムに抽出できれば，海岸に津波
が到達するあるいは海岸で津波が高まる以前に，
海上で津波を検知できる可能性があると考えられ
ている（Kato et al., ２０００など）。さらに，将来こ
れらの沖合観測施設が稠密に設置されれば，リア
ルタイム津波観測成果を活用して，津波予報の段
階的修正に有効活用する手法があることを，大
垣・他（２００６）は数値実験により示した。
　気象庁は，リアルタイムに受信する沖合の
GPS波浪計の長周期波形から津波の観測成果が得
られた場合に，それを用いて各GPS波浪計に対
応する海岸での津波の高さの推定値を津波情報
（図２）に含めて発表する業務を，２００８年７月１日
に開始した。現在の作業手順では，事前に数例の
数値計算から実験的に導かれたGPS波浪計と海
岸での津波の高さの関係に基づいて，全国一律の
換算表が作られ（Nakata et al., ２００８），それが適
用されることになっている。しかし，換算表は実
際の津波事例に基づくものではなく，その根拠の
妥当性には疑問がある。
　本稿では，海域での津波観測データを即時に利
用する津波即時予測のうち，GPS波浪計の長周期
波形で津波の観測値をリアルタイムに取得できた
場合に限って論じる。その際，ナウファスの各観
測施設とその近傍の海岸の検潮所における津波第
一波偏差の統計的な関係（Hayashi，２０１０）が，過
去の津波観測成果から既に導かれているので，こ
れを活用して観測事実の津波予報の修正する簡易
な方法を提案する。

２．GPS波浪計と検潮所の津波観測波高
の関係

　ナウファスの沖合波浪観測施設（GPS波浪計を
含む）とその近傍の港湾の検潮所での観測値との
関係式は，Hayashi（２０１０）により導かれている
（第一波偏差は式（２），最大振幅は式（３））。そ
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図２　GPS波浪計で津波が観測された際に発表される津波情報の想定文例
　　　気象庁のwebサイトでの解説「GPS波浪計で津波が観測された際の津波情報に関する留意事項」
　　　（http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/tsunamiinfo/gps_haro_notes.html）を基にして作文した。
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れらの関係式を求めるためのデータには，沖合波
浪観測施設とそこから２０km以内にある検潮所の
両方で第一波偏差または最大振幅の観測値が得ら
れたものが採用され，２００８年までの８津波事例の
観測値（第一波偏差はのべ２６対，最大振幅はのべ
５３対）から，以下の結果が導かれている。
a） ケーブル式水圧計と検潮所の観測値の関係式
（式（１）；Baba et al., ２００４）をナウファスの
沖合波浪観測施設（GPS波浪計を含む）の観
測値に拡大適用すると，換算値が明らかに過
大になる。

b） 第一波偏差・最大振幅の沿岸津波換算値（式
（２）または（３）の右辺の計算値）は，検潮
所での観測値をおおむね説明できる。これは，
グリーンの法則において，海岸での自由端反
射の項を加えず，また，検潮所近傍の水深に
現実的な値を用いたことに相当する。

c） 式（２）に用いる検潮所周辺の水深には，水路
に沿って検潮所から１００m以内の場所での海
底の深さ（平均海水面を基準）の平均値を用い
ることが妥当である。

d） 検潮所での津波の観測値は，沿岸津波換算値
に対してばらつくが，第一波振幅では７３～
１３６％，最大振幅では６８～１４８％の範囲（標準偏
差の範囲）に概ねおさまる。

　特に，GPS波浪計で津波記録が得られた２例
（２００３年十勝沖地震津波の大船渡（永井・小川，
２００４）と２００４年東海道沖地震津波の室戸（永井・
里見，２００５））も，GPS波浪計の長周期波形による
津波観測値（第一波偏差・最大振幅）の沿岸津波
換算値と近傍港湾の検潮所での観測値の関係が，
式（２），（３）から大きく外れることなくうまく
説明できた（図３）。

３．GPS波浪計観測値の沿岸換算津波高
　図３の沿岸津波換算値と近傍港湾の検潮所での
観測値の関係は，長周期波形から得られる津波観
測値（津波第一波偏差および最大波高）が，GPS波
浪計からの２つの値もナウファスの他の波浪観測
測器（波高計や海象計）による値と同様の性質を
持つとみなして，検潮所での津波と比較可能であ

ることを示唆している（Hayashi，２０１０）。これは，
近傍の検潮所での津波を予測する目的で，GPS波
浪計の長周期波形から得られる津波第一波偏差の
観測値を用いて，式（２）を適用できると考えら
れることを意味する。
　２００９年１２月現在，国土交通省港湾局が運用中の
GPS波浪計の位置とその近傍の検潮所の位置は，
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図３　ナウファス観測施設の長周期波形から求
めた沿岸津波換算値と検潮所での実測値
の関係

　　　Hayashi（２０１０）の図を和訳した。
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図４のとおりである。
　近傍の検潮所付近の水深については，発行済み
の最大縮尺（多くは１万分の一）の海図を用いて，
検潮所から水路に沿って１００m以内の海域の平均
水深を読み取った。ただし，いずれも水深の基準
は２節c）と同様に，略最低低潮面ではなく平均
海水面とした。読み取った水深値を式（２）に代
入した結果，GPS波浪計からその近傍の検潮所の
津波（第一波偏差および最大振幅）への増幅率は
表１のとおり見込める。

４．津波即時情報への活用
４．１　沿岸津波換算値を活用した速報
　GPS波浪計の長周期波形で津波第一波の山（ま
たは谷）をリアルタイムに検出できた場合，第一
波偏差の値と表１の増幅率をもとに，沿岸津波観
測値を算出し，対応する海岸での津波の高さを推
定できる。例えば，岩手釜石沖のGPS波浪計で
＋ １ mの津波第一波が得られた場合は，釜石検潮
所では＋２． ７３m程度（標準偏差分の誤差を考慮す

れば＋２． ３８～＋３． ０７m）の第一波偏差になること
が見込める。
　気象庁では，２００８年７月１日から各GPS波浪
計に対応する海岸での津波の高さの推定値を津波
情報に含めて発表する業務を開始した。本稿執筆
時点では，GPS波浪計の津波観測値を活用した具
体的な発表事例はまだないが，仮に成功すれば，
地震調査研究推進本部（２００９）が基本目標の中で
示した「緊急地震速報と同様な仕組みで，発生直
後に震源に近い海域で観測された津波データを即
時に利用すること」を初めて実現する画期的な津
波情報になる。
　現状では，上述の津波情報の発表に用いるべき
GPS波浪計での観測値から沿岸の津波の高さへ換
算する方法は，実際の津波観測事例に基づいたも
のではなく，根拠の妥当性が低い。しかし，沿岸
津波換算値を表１の増幅率を用いてリアルタイム
に求めるように改めれば，将来発表される津波情
報が，より適切なものになるように改善できる。
　一方で，津波注警報の制度上の制約もある。一
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図４　GPS波浪計とその付近の検潮所の位置
　　　２０１０年３月時点で，観測データが供用中のGPS波浪計と，気象庁にリアルタイムに水位データが配

信中の検潮所を示した。
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つは，経験式（２）と（３）はGPS波浪計の近傍
の検潮所での津波第一波振幅と最大振幅を推定す
るために適用されるべき式であり，全国が６６に分
けられた各予報区内の海岸の他の場所での津波の
推定は，換算式の適用範囲を超える可能性がある
点である。もう一つは，量的津波予報（Tatehata，
１９９７；舘畑，１９９８）において，津波の高さを離散
値（現 在 は，０．５ m，１m，２m，３m，４m，６m， 
８ m，１０m以上のいずれか（表２））で発表してい
る現状の枠組みに適合させる必要がある点であ
る。
　また，現行の量的津波予報では，津波の高さが
津波注警報等のグレードと対応している（表２）
ので，沿岸津波換算値を根拠にした海岸での津波
の高さの推定は，当該予報区のグレード変更を伴
う場合がありうる。例えば，津波注意報（「高いと
ころで ０．５ m程度の津波が予想されますので，注
意してください」）から津波警報（津波）（「高いと
ころで１ m程度の津波が予想されますので，警戒
してください」など），津波警報の内容を津波から
大津波（「高いところで３ m程度以上の津波が予想

されますので，厳重に警戒してください」など）
にという切り換えである。
　GPS波浪計の津波観測値を活用した際の津波情
報文として用意されている文例（図２）にあるよ
うに，GPS波浪計による観測値に関係する情報は
津波情報文中で注釈として記される箇所がほとん
どである。これは，従前の津波情報との書式の整
合性や，津波情報発表に係るシステムの都合か
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表１　GPS波浪計に対する近傍検潮所での津波の増幅率

表２　気象庁の津波予報・注警報における津波
の高さと種別・グレードの対応

増幅率＊３近傍の検潮所＊２GPS波浪計＊１

最大振幅津波第一波偏差観測地点名　所属津波予報区　水深　　　　　　　　　　　　　　　（m） ＊６観測地点名　水深　離岸距離
 （m） ＊４　  （km） ＊５  

２． ２１（１． ８９～２． ５２）２． ０１（１． ７５～２． ２６）八戸（新湊）青森県太平洋沿岸　　６．９
八戸沖　　　 ８７　　　１８

２．６９（２．３０～３．０８）２． ４５（２． １４～２． ７６）八戸（鮫）　 青森県太平洋沿岸　　３．１
２．５７（２．２０～２．９４）２．３４（２．０４～２．６３）久慈　　　　岩手県　　　　　　　５．４久慈沖　　　１２５　　　１７
２．６８（２．２９～３．０７）２．４４（２．１３～２．７５）宮古　　　　岩手県　　　　　　　７．３宮古沖　　　２００　　　１３
３．００（２．５７～３．４４）２．７３（２．３９～３．０８）釜石　　　　岩手県　　　　　　　４．７釜石沖　　　２０４　　　１１
２．４８（２．１２～２．８４）２．２６（１．９７～２．５５）大船渡　　　宮城県　　　　　　　７．９広田湾沖　　１６０　　　１８
２．７４（２．３４～３．１４）２．４９（２．１８～２．８１）鮎川　　　　宮城県　　　　　　　４．８金華山沖　　１４４　　　１０
２．２４（１．９２～２．５６）２．０４（１．７８～２．３０）小名浜　　　福島県　　　　　　 １０．２小名浜沖　　１３７　　　１９
３．０２（２．５８～３．４６）２．７５（２．４０～３．１０）御前崎　　　静岡県　　　　　　　２．７御前崎沖　　１２０　　　２２
２．８５（２．４３～３．２６）２．５９（２．２６～２．９２）尾鷲　　　　三重県南部　　　　　６．０

尾鷲沖　　　２１０　　　 ５
２．５４（２．１８～２．９１）２．３２（２．０２～２．６１）熊野　　　　三重県南部　　　　　９．４
２．７６（２．３６～３．１６）２．５１（２．１９～２．８３）白浜　　　　和歌山県　　　　　　６．５

白浜沖　　　２０１　　　１７
３．１６（２．７０～３．６１）２．８７（２．５１～３．２４）御坊　　　　和歌山県　　　　　　３．８
３．６１（３．０９～４．１４）３．２９（２．８７～３．７１）土佐清水　　高知県　　　　　　　３．４足摺岬沖　　３０９　　　１６

＊１　国土交通省港湾局が所管する観測点。
＊２　八戸（鮫），久慈は港湾局，釜石は海上保安庁，他は気象庁が所管する観測点。
＊３　式（２），（３）から推定する津波第一波偏差および津波最大振幅の増幅率，カッコ内は誤差として標準偏差分を考慮した範囲。
＊４　国土交通省港湾局の観測点一覧に記された水深（略最低低潮面を基準にした水深値）。
＊５　地形図から読み取り。
＊６　平均海水面を基準にした深さ。原則として検潮所から水路に沿って１００m以内の範囲の平均値を海図から読み取り。

グレードと
予報・注警報の種別

津波の高さ
の予報値　

津波予報
津波なし―

若干の海面変動―
津波注意報津波注意０．５ m

津波警報

津波
１m
２m

大津波

３m
４m
６m
８m

１０m以上
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ら，現状では複雑な情報文とならざるを得ないた
めである。情報利用者との対話等を通じて，短時
間で理解できる分かりやすい情報文にするための
書式改良を進めることは，近い将来に津波情報に
改善を加える必要がある点といえる。
　ところで，現状のキネマティックGPS技術の
観測誤差と沿岸の波浪による影響などが制約とな
り，理論津波走時と大きく異なる時刻に第一波が
出現した場合や，第一波偏差が数cmと小さい場
合は，津波をリアルタイムに検出できる可能性は
低くなる。また，海況が時化ている場合，磁気嵐
が発生している場合にも津波の検知力が低下する
ことが避けられない。しかも，GPS波浪計を展開
している海域は，三陸沖と紀伊半島から四国沖に
限定されている（図４）。このため，実際に図２の
ような津波情報を発表できる津波は，検潮所で津
波が観測される津波事例のうちの一部に限られ
る。
　さらに，GPS波浪計の陸上基地局を地殻変動域
に含む地震が発生する場合もありえる。例えば，
尾鷲と土佐清水（図４）は，それぞれ１９４４年東南
海地震と１８５４年南海地震の震源域内（地震調査研
究推進本部地震調査委員会編，２００９）にあると推
定されている。陸上基地局が地震に伴って水平ま
たは上下に移動すれば，GPS波浪計の観測値に影
響が及ぶため，この場合，式（２），（３）を適用
した検潮所での津波の高さの推定の精度が低下す
ると考えられる。

４．２　しきい値を用いた津波予報の運用の可能性
　２００３年十勝沖地震津波においては，ナウファス
の観測施設である十勝港沖の水圧計と流速計で，
津波第一波の波高偏差から長波の理論で計算され
る流速の極大値に比べて，はるかに小さい流速が
観測結果として得られている。これは，津波が沖
合の水圧計の位置で，すでに進行長波の性質を失
い，海岸へ向かう波と海岸から反射された波が重
なった重複波の性質を持っていたためだと推定さ
れている（永井・小川，２００４）。また，沖合の水圧
計が津波第一波の極大偏差を記録する時刻以前
に，すでに検潮所に津波が到達していたことも，

この推定を支持している。他の津波事例でも同様
の報告がある。津波波形の観測事例を図５に示
す。
　ナウファスの沖合波浪観測施設の位置での津波
が岸からの反射波との重複波の性質を持つという
ことは，一般には，沖合と海岸の観測施設での第
一波の極大偏差（山または谷）の出現時刻差が，
第一波の到達時刻の差に比べて小さくなることを
意味する。第一波の極大偏差の検出を確認後に沿
岸津波換算値を算出する方法では，すでに，近傍
の海岸に津波第一波が到達していると考えられ
る。このため，リアルタイム津波予測の立場から
は，情報発表から現象発生までの猶予時間（情報
のリードタイム）が稼げない欠点があるといえる。
　一方，GPS波浪計で津波が観測され，リアルタ
イムに式（２）を適用可能な場面の大半は，すで
に量的津波予報を発表済みだと考えられる。その
ため，沿岸津波換算値は，主として津波の高さに
関する追加的な情報の提供や，津波注警報の種別
変更の必要性を判定する材料として用いられるこ
とになる。
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図５　海岸の検潮所と沖合の波浪計での津波観
測波形の比較例

　　　Hayashi（２０１０）の図を和訳した。２００３年
９月２６日に釧路沖で発生した十勝沖地震
（マグニチュード ８．０；気象庁，２００５）に
おける津波波形で，離岸距離４．０ kmの苫
小牧港沖のナウファス波浪観測施設で観
測された津波波形（長周期波形）とその
近傍の苫小牧西港の検潮所の津波波形
（永井・小川，２００４）を比較した。波形
データは，http://www.pari.go.jp/bsh/ky-skb/ 
ks-jyo/kaisy/から取得した。
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　そこで，GPS波浪計の長周期波形で津波第一波
の山または谷の検出を待つのではなく，式（２）
による沿岸津波換算値が注警報のグレード境界値
（表２）に一致するようなGPS波浪計の津波観測
波高を予め逆算しておく方法を提案する。逆算し
た値を予め閾値に設定し，津波発生時にはGPS
波浪計の長周期波形をリアルタイムに監視し，そ
の波形で平時の水位からの偏差が閾値を超える度
に，必要に応じて当該予報区の注警報のカテゴ
リーを変更する運用方法の提案である（図６）。こ
のように運用すれば，高い津波が押し寄せるごく
直前の注警報のグレード変更で見逃しを防げる可
能性が高まる。また，GPS波浪計による津波第一
波偏差の観測値を確定するまで待つよりも，少し
でも長いリードタイムでの津波警報発表ができる
可能性が期待できる。
　ただし，津波予報区内の海岸での津波の高さに

対する，検潮所での津波の高さの代表性に起因す
る問題は残されている。つまり，GPS波浪計の近
傍検潮所での津波の高さが予報区内の海岸での津
波の高さに比べて低い場合には，本論文で提案し
た方法では，高い津波が押し寄せるごく直前の注
警報のグレード変更ができずに，依然として高い
津波を見逃してしまう場合がある。逆に，岩手県
のように複数のGPS波浪計がある予報区（表１）
では，予報区内での津波の高さにばらつきがある
ことが分かったとしても，同一津波予報区内のい
ずれかのGPS波浪計の観測値を根拠にして，注
警報のグレードが切り上げられる場合がある。こ
の場合，津波予報区の一部の海岸に対しては，わ
ざわざ過大評価する方向にグレード変更を生じる
結果となるが，もし，津波予報区を細分すればあ
る程度は解決できる課題だといえる。

３８９

図６　GPS波浪計での津波第一波の成長過程を活用した津波警報の発表方法のイメージ
　　　個々の観測点における増幅率は表１，グレードと津波注警報の種別の関係は表２のとおり。
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５．まとめ
　Hayashi（２０１０）に基づけば，GPS波浪計の長
周期波形で観測される第一波偏差・最大振幅は，
ナウファスの他測器による観測値と同様に，グ
リーンの法則から派生した関係式（式（２），（３））
を適用して，沿岸津波換算値を求めることができ
る（図３）。また，過去の津波事例から標準偏差分
を考慮すれば，検潮所での観測値は沿岸津波換算
値に対して，第一波偏差では７３～１３６％，最大振
幅では６８～１４８％になると見込める。すなわち，
GPS波浪計の長周期波形で津波第一波の山または
谷をリアルタイムに検出し，第一波偏差の値との
増幅率（表１）をもとに沿岸津波換算値を求める
ことで，対応する海岸の検潮所（図４）での津波
の高さを，津波が到達前あるいは津波が高まる前
に，推定可能な場合があることを示した。また，
増幅率と沿岸津波換算値は，第一波の山または谷
の到達前に，津波注意報から警報への切り換え等
の判断に活用する方法があることも示した（図６）。
　GPS波浪計の実用化によって，海域で観測され
た津波データをリアルタイムに利用して，対応す
る海岸での津波の高さの推定値を含めた津波情報
を発表できる準備が整ってきた。まだ実際の発表
事例はないものの，このような津波情報が近い将
来に災害軽減に貢献できるものと期待している。
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